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 わが町

 ＮＥＷＳ   

志津南
まちのシンボル「ひと・まち・ゆめ」

　

志
津
南
地
区
体
育
振
興
会
（
吉
永

行
夫
会
長
）
は
10
月
２
日
（
日
）、

志
津
南
小
学
校
体
育
館
と
同
校
運
動

場
で
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
時
々
日
が
射
す
程
度
の
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志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
準
備
会
（
粕
谷
利
光
委
員
長
）

は
９
月
24
日
、
第
５
回
設
立
準
備
会

を
開
催
、
前
回
提
示
し
た
「
組
織
と

主
な
活
動
」
に
つ
い
て
の
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
に
対
す
る
対

応
を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
「
会
則
」
の
案
を
提

示
し
ま
し
た
。
既
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
手
元
に
そ
の
内
容
が
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
建
設
的

な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
で

は
、
町
内
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
・

体
育
振
興
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
ど

も
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、

自
治
連
合
会
を
構
成
し
て
い
る
と
は

い
え
、
個
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

沿
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、
自
治
連
合
会
に

代
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
活

動
を
有
機
的
・
効
率
的
・
効
果
的
に

進
め
る
仕
組
み
を
も
っ
た
、
住
民
主

体
の
自
治
組
織
と
な
り
ま
す
。

　

全
戸
配
布
し
た
「
会
則
制
定
案
」

に
つ
い
て
、
10
月
20
日
ま
で
に
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
、
次
回

11
月
の
設
立
準
備
会
で
協
議
し
た
上
、

制
定
す
る
予
定
で
す
。

　

「
住
民
主
体
の
自
治
組
織
」
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
参
画
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

曇
り
空
で
少
し
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
約
４
０
０
人
が
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

今
年
は
例
年
と
趣
向
を
変
え
、
第
一

部
を
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
が
広
が
る
10
月

３
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
）
玄
関
前
に
立
つ
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
「
ひ
と
・
ま
ち
・
ゆ
め
」
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
化
粧
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

汚
れ
が
目
立
つ
シ
ン
ボ
ル
を
見
か

つ
り
、
第
二
部
を
従
来
の
運
動
会
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
ス
ロ
ー
イ
ン
ビ
ン
ゴ
な
ど

12
種
類
の
親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
に
そ
れ
ぞ

れ
が
挑
戦
。
運
動
は
ち
ょ
っ
と
苦
手

と
い
う
人
も
ど
の
コ
ー
ナ
ー
の
ス
ポ

ー
ツ
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
こ
と
か

ら
、
一
人
が
い
く
つ
も
の
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
大
声
大
会
や
満
水

リ
レ
ー
な
ど
の
町
内
会
対
抗
の
種
目

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
他
町
内
に
負
け

じ
と
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
の
真
剣

プ
レ
ー
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
は
、
全
員
が
大
き
な
輪
に
な

り
、
江
州
音
頭
を
踊
り
、
し
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
順
位
は
優
勝
＝
岡
本

町
西
、
準
優
勝
＝
七
丁
目
、
第
三
位

＝
四
丁
目
で
し
た
。

ね
た
８
年
前
の
設
置
に
携
わ
っ
た
５

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
主
に

防
腐
剤
を
塗
布
す
る
な
ど
、
９
時
ご

ろ
か
ら
せ
っ
せ
と
化
粧
直
し
、
昼
ご

ろ
に
は
色
鮮
や
か
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
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岡
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ティア



第９８号 わが町志津南ＮＥＷＳ 平成２３年１０月１５日（2）
　

素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
９

月
18
日
、
志
津
南
小
学
校
の
運
動
会

が
「
南
っ
子
が
一
つ
に
な
っ
て
感
動

の
運
動
会
を
つ
く
り
出
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
応
援
旗
が
ゆ
れ
る

中
、
橋
川
礼
子
校
長
が
「
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
に
最
後
ま
で
粘
り

強
く
頑
張
り
ぬ
い
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
西
脇
達
さ
ん

か
ら
は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
思
い
出
に
残
る
運
動

会
に
な
る
よ
う
、
力
い
っ
ぱ
い
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て

児
童
代
表
・
米
谷
華
さ
ん
が
「
学
習

の
成
果
を
精
一
杯
出
し
切
り
楽
し
い

運
動
会
に
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

赤
組
代
表
・
二
階
堂
彩
夏
さ
ん
、

白
組
代
表
・
松
尾
一
篤
さ
ん
の
２
人

が
力
強
く
選
手
宣
誓
、
南
っ
子
わ
く

わ
く
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

あ
と
、
５
年
生
の
徒
競
走
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。

ゴ
ー
ル
を
目
指
し

元
気
い
っ
ぱ
い
駆

け
抜
け
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

１
、
２
年
生
の
団

体
演
技
で
は
キ
ラ

キ
ラ
と
光
る
４
色

の
ポ
ン
ポ
ン
を
両

手
に
持
ち
、
笑
顔

一
杯
の
演
技
を
繰

り
広
げ
、
３
、
４
年

生
は
鳴
子
の
音
を

青
空
に
高
々
と
響

か
せ
お
祭
り
ム
ー

ド
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
じ
め
て
全
校
生
徒
を

縦
割
り
の
紅
白
に
分
け
た
応
援
合
戦

が
一
段
と
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
５
、
６

年
生
に
よ
る
組
体
操
で
は
仲
間
を
信

じ
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
守
り
、
協
力
し
合
い
次
々

と
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
長
先
生
か
ら
「
感
動
を

あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
運
動
会
を
楽
し
ん
だ
児
童

た
ち
の
顔
は
満
足
そ
う
に
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連
絡
協

議
会
（
蟹
江
久
美
子
代
表
）
は
９
月

22
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
ヘ
ル
シ
ー

で
栄
養
価
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
の
料
理
講

習
会
＝
写
真
＝
を
開
催
、
25
人
が
参
加

し
ま
た
。

　

今
回
は
①
鶏
も
も
肉
の
黒
酢
炒
め
、

②
豆
乳
の
茶
碗
蒸
し
③
里
芋
ご
は
ん
④

水
菜
の
海
苔
お
か
か
和
え
の
４
品
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

「
豆
乳
で
簡
単
に
茶
碗
蒸
し
が
で
き

る
ん
だ
」「
里
芋
も
ご
飯
に
す
る
と
お

い
し
い
」
と
ア
イ
デ
ア
料
理
は
好
評
で

し
た
。
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
顔
な

じ
み
の
方
も
お
互
い
に
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

な
お
、10
月
27
日
（
木
）に
は
秋
の「
は

つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
第
28
回
高
穂
中
学
校
体
育
祭
が
９

月
９
日
、「
競
輝　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
舞
～
燃

え
ろ
７
色
の
炎
」
を
テ
ー
マ
に
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
川
健
校
長
が
開
会
を
宣
言
、
向

井
茂
樹
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
激
励
の
言
葉
、

選
手
宣
誓
の
あ
と
、
７
団
の
カ
ラ
フ

ル
な
応
援
旗
が
は
た
め
く
中
、
ま
ず

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
や
す
ら
ぎ
学
級
公
開
講

座
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
28
日
、
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
粕
谷
さ
ん
（
若
草
在
住
）

所
属
の
男
声
合
唱
団
「
ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
イ
ズ
」

が
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

「
ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
イ
ズ
」
は
立
命
館
大
学
Ｏ

Ｂ
サ
ー
ク
ル
で
編
成
さ
れ
、
来
年
結
成
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

長
岡
京
市
を
練
習
の
拠
点
と
し
、
障
害
者
施
設
や

病
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
民
ホ
ー
ル
や
教

会
等
で
公
演
さ
れ
る
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
で
の
公
演
は
５
年
前
の
琵
琶
湖
ホ
ー

ル
に
続
き
、
２
度
目
と
い
う
こ
と
で
、
総
勢
17
人
の

団
員
が
出
演
。

　

第
一
部
は
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
の
曲
か
ら
「
ふ
る

さ
と
」
や
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
、
第
二
部

は
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
な
ど
の
童
謡
に
見
事
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
男
声
コ
ー
ラ
ス
に
つ
い
て
解
説

を
聞
い
た
あ
と
、
会
場
の
全
員
で
「
里
の
秋
」
を
歌

い
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
イ
ズ
の
愛
唱
歌
よ
り

「
室
生
犀
星
の
ふ
る
さ
と
」「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」「
千

の
風
に
な
っ
て
」。
最
後
は
「
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
」

（
水
戸
黄
門
の
主
題
歌
）
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
仙
台
の
中
学
の
合
唱
部
が
被

災
地
へ
の
応
援
歌
と
し
て
歌
っ
た
と
い
う
「
明
日
と

い
う
日
が
」
を
熱
唱
、
全
17
曲
を
一
時
間
半
に
わ
た

り
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
来
場
者
や
学
級
生
合
わ
せ
て
60
数

人
が
男
声
コ
ー
ラ
ス
の
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

１
年
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

走
か
ら
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

各
団
の
「
イ
ー
ケ　

イ
ケ

イ
ケ
」「
オ
ー
セ　

オ
セ
オ

セ
」
の
大
声
援
の
中
、
仲
間

た
ち
は
懸
命
に
走
り
ぬ
け
て

い
ま
し
た
。
綱
引
き
で
は
各

団
総
出
で
「
ソ
ー
レ　

ソ
ー

レ
」
の
か
け
声
に
合
わ
せ
力

強
い
綱
競
り
合
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
呼
び
物
の

リ
レ
ー
で
は
各
団
の
応
援
に

も
一
段
と
熱
が
入
り
、
抜
き

つ
抜
か
れ
つ
の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
展

開
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
感
動
と
若
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

高
穂
中
で
も
体
育
祭

ヘ
ル
シ
ー
料
理
に
挑
戦

色とりどりの応援旗を先頭に入場

見事なハーモニーを披露する男声合唱団のみなさん

南っ子わくわく運動会

応援旗に見守られて開会式市民センターに歌声響く
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志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

等
つ
ど
い
推
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
懐
か
し
の
シ
ネ
マ
ポ
ス
タ
ー
展
」

を
９
月
29
、
30
日
の
二
日
間
、
同
セ

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
敬
老
会
が
「
敬
老
の
日
」
の
９

月
19
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
年
よ
り
も
多
い
１
２
６
人
（
70

歳
以
上
）
が
出
席
、
地
域
ぐ
る
み
で

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
小
野
栄
祐
社

協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓

の
草
津
市
長
代
理
の
田
内
宏
一
健
康

福
祉
部
長
、
草
津
市
議
会
議
員
大
脇

正
美
、
草
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
清
水
和
廣
さ
ん
達
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
移
り
、
く
る
み
保
育
園
児
の
か
わ

い
い
歌
と
お
遊
戯
、
続
い
て
志
津
南

小
学
校
６
年
生
14
人
が
、
出
席
の
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
感
謝
の
手
紙
を
配
っ
た
あ
と
、

リ
コ
ー
ダ
ー
、
小
楽
器
、
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
マ
チ
ュ
ア
手
品
師
の

寺
尾
幹
男
さ
ん
が
妙
技
を
披
露
、「
手

品
」
の
一
芸
に
驚
き
の
拍
手
。

　

最
後
は
当
地
区
の
楽
団
「
Ｇ
・
Ｓ
・

Ｏ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
、
日
本

民
謡
、
ラ
テ
ン
と
楽
し
い
曲
を
、
そ

し
て
最
後
は
参
加
者
全
員
で
演
奏
を

バ
ッ
ク
で
懐
か
し
い
歌
６
曲
を
大
合

唱
（
写
真
）
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

交
通
防
犯
部
で
は
夏
休
み
中
に
交

通
安
全
・
防
犯
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
、
最
優
秀
賞
の
作
品
は

交
通
安
全
週
間
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

　

草
津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会
志
津

南
支
部
（
渡
邊
安
之
支
部
長
）
は
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

９
月
27
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
リ
ス
の

制
服
、
製
帽
に
身
を
固
め
た
志
津
南

小
学
校
三
年
生
児
童
75
人
に
よ
る
交

通
事
故
防
止
「
ス
ト
ッ
プ
作
戦
」
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

　

秋
晴
れ
の
日
、
若
草
中
央
バ
ス
停

し
て
、
地
域
の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま

し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
９
月
17
日
に

審
査
、
同
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
サ
ロ
ン
に

展
示
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
募
集
対
象
を
志
津

南
地
区
子
ど
も
会
会
員
に
絞
り
、

地
域
の
小
学
生
の
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
32
点
の

応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
三
和

真
奈
子
さ
ん
（
５
年
生
）、
公
民

館
長
賞
に
音
瀬
和
馬
さ
ん
（
５
年

生
）、
そ
の
ほ
か
７
人
の
作
品
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
力
作

ぞ
ろ
い
で
、
楽
し
く
も
難
し
い
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

付
近
に
草
津
警
察

署
員
の
誘
導
で
停

車
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

に
子
ど
も
た
ち
が
作

っ
た
手
書
き
の
交
通

安
全
お
願
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
と
草

津
・
栗
東
交
通
安
全

協
会
志
津
南
支
部
が

「
明
る
い
未
来
の
た

め
に
安
全
運
転
を
心

が
け
て
下
さ
い
」
と

用
意
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

懐
中
電
灯
な
ど
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
緊
張
と
不
安
の
ド

キ
ド
キ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

草
津
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
民

生
委
員
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の

見
守
る
中
、
手
渡
す
と
き
も
交
通
安

全
の
一
言
を
添
え
、
立
派
に
役
目
を

果
た
し
た
あ
と
の
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス

た
ち
は
満
面
に
笑
み
を
た
た
え
て
い

ま
し
た
。

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

展
示
さ
れ
た
「
エ
デ
ン
の
東
」
な

ど
25
枚
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
住

民
ら
は
「
あ
、
こ
れ
見
た
わ
」「
こ
の

映
画
よ
か
っ
た
ね
ぇ
」
な
ど
、
当
時

を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

二
日
間
と
い
う
短
い
開
催
期
間
に

「
も
う
少
し
長
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
も
聞
か
れ
、
関
心
の
深
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
に
続
き
、
10
月

８
日
に
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」、
15
日
に

「
砂
の
器
」、27
日
に
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

の
映
画
会
を
開
催
。
あ
の
頃
に
あ
の

人
と
見
た
懐
か
し
い
映
画
を
、
市
民

セ
ン
タ
ー
で
お
友
だ
ち
と
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

□ 10 月 22 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 10 月 23 日（日）

　★平和祈念講演

　　10:00 ～ 11:30

□ 10 月 25 日（火）

　☆古今東西　　9：00 ～ 16：30

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 10 月 26 日（水）

　☆やすらぎ学級館外研修

　　8：30 市民センター出発

□ 10 月 27 日（木）

　★つどい推進事業・映画会

　　10：00 ～ 12：30

　☆健推はつらつウォーキング

　　10:30 ～ 14:30

□ 10 月 29 日（土）～ 31 日（月）

　★つどい推進事業・昔の写真展

　　29 日 10：00 ～ 31 日 17：00

□ 11 月 4 日（金）

　★ふれあい昼食会

　12：00 ～ 13：00 ボランティア「泉」

□ 11 月 5 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：45　若草中央公園集合

　★健康推進員講習会

　　10：00 ～ 13：00

□ 11 月 8 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 11 月 9 日（水）

　☆古今東西　　9：00 ～ 15：30

□ 11 月 12 日（土）

　☆わんぱく南っ子・地域協働合校

　　9：00 ～ 15：00

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

懐
か
し
の
シ
ネ

マ
ポ
ス
タ
ー
展

　

地
域
ぐ
る
み
で
長
寿
祝
う

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
に
三
和
さ
ん

秋の全国交通安全運動

市民センターに展示された作品

　

Ｊ
ポ
リ
ス
が
街
頭
活
動ドライバーに啓発グッズを手渡すジュニ

ア・ポリス



第９８号 わが町志津南ＮＥＷＳ 平成２３年１０月１５日（4）

　

「
月
々
に
月
見
る
月
は
多
け
れ
ど
月
見
る

月
は
こ
の
月
の
月
」。
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の

歌
の
「
月
」
は
「
中
秋
の
名
月
」、
月
が
８

回
読
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
旧
暦
８
月

15
日
の
満
月
を
指
す
。
旧
暦
の
季
節
区
分
で

は
７
・
８
・
９
月
が
秋
に
入
る
。
そ
の
８
月
の

中
日
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
日
を
「
中

秋
」
と
し
た
。
今
年
は
９
月
12
日
が
そ
の
日

に
当
た
る
。
写
真
は
か
が
や
き
通
り
か
ら
デ

ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
。
下
界
に
は
車
の
騒
音
、

建
物
の
ネ
オ
ン
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
目
線

を
上
げ
れ
ば
一
切
が
無
の
別
世
界
。
雲
間
に

輝
く
月
は
、
な
る
ほ
ど
名
月
だ
。

折々の記

　

先
月
、
志
津
南
小
学
校
の
運
動
会

を
初
め
て
見
に
行
き
ま
し
た
。
孫
が

今
年
入
学
し
た
か
ら
で
す
。
開
会
式

で
は
団
旗
を
先
頭
に
６
年
生
か
ら
１

年
生
ま
で
全
児
童
が
音
楽
に
乗
っ
て

行
進
し
ま
し
た
。
開
会
宣
言
が
あ
っ

て
競
技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

徒
競
走
の
第
一
組
が
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
整
列
。
場
内
放
送
が
児
童
の

名
前
を
読
み
上

げ
ま
す
。「
ハ
イ

ッ
」
と
ば
か
り
に

元
気
よ
く
手
を

挙
げ
、
「
用
意
」
に
入
り
ま
す
。
ピ

ス
ト
ル
の
代
わ
り
に
笛
が
吹
か
れ
、

全
員
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

「
あ
れ
っ
」
と
思
っ
た
の
は
こ
の

と
き
で
す
。
音
楽
が
な
い
の
で
す
。

　

私
の
小
学
校
時
代
の
運
動
会
で
は

リ
レ
ー
や
徒
競
走
の
時
な
ど
に
は
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
オ
ッ
フ
ェ

ン
バ
ッ
ク
の
「
天
国
と
地
獄
」
の
、

あ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
、
追
い

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
音
楽
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
限
ら
ず
、
こ
の
日
の
運
動

会
で
は
、
マ
イ
ク
放
送
と
喚
声
が
聞

こ
え
る
ば
か
り
で
音
楽
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
集
団
演
技
の
音
楽
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
絞
っ
て
い
る
の
か
ほ
と

ん
ど
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
淡
々
と
い

っ
た
感
じ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
ん
で

い
く
の
で
す
。
昨
今
の
運
動
会
は
そ

れ
が
当
た
り
前
な
の
で
し
ょ
う
か
、

み
ん
な
競
技
す
る
子
ど
も
や
孫
の
姿

に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
音
、
音
楽
が
な
い
理
由
は

想
像
が
つ
き
ま
す
。
近
隣
へ
の
配
慮

で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
ク
レ
ー
ム
が

あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
と
思
い
ま
し

た
。
年
一
回
の
運
動
会

く
ら
い
、
景
気
よ
く
音

楽
を
流
し
、
盛
り
上
げ

て
も
い
い
で
は
な
い
か
と
。
静
か
な

運
動
会
は
元
気
が
出
な
い
。

　

も
う
一
つ
。
昔
は
、
運
動
会
と
い

え
ば
10
月
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下

で
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
し
た
。
昨

今
は
９
月
が
普
通
な
の
で
し
ょ
う
か
。

残
暑
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
の
暑
さ
の

中
で
、
見
て
い
る
方
は
バ
テ
バ
テ
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
参
観
し
た
爺
さ
ん
）

内

容「
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
ミ
ニ
ア

　
　
　

ル
バ
ム
作
り
」

      

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
と
応
用

　
　
　

を
学
習
し
た
後
、
各
自
で
用

　
　
　

意
し
た
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
を

　
　
　

使
っ
た
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
を
作

　
　
　

り
ま
す
。

対 

象　

草
津
市
在
住
・
在
勤
の
方

受
講
料  

２
日
間
９
０
０
円

教
材
費　
　
　
　

 

１
０
０
円　

※
２
日
目
の
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。　
　
　

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
次
の

要
領
で
教
養
文
化
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇

日　

時　

11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

         

11
月
17
日
（
木
）

　
　

    

午
前
10
時
～
15
時

場　

所　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
公
民
館
）
多
目
的
室

　

老
人
ク
ラ
ブ
若
寿
会
は
11
月
26
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
開
催
す
る
月

例
会
で
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い

て
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　

年
老
い
た
親
の
家
に
帰
る
と
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
高
価
で
不
要
な
も

の
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
認
知
症

の
家
族
の
預
金
が
下
ろ
せ
な
く
な
っ

た
り
、
そ
ん
な
ご
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

成
年
後
見
制
度
は
、
そ
う
い
う
態

に
な
っ
た
方
を
保
護
し
、
そ
の
権
利

を
守
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
成
年
後
見

人
と
し
て
の
実
績
を
お
持
ち
の
行
政

書
士
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
実

例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

若
寿
会
の
会
員
で
は
な
い
方
で

も
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定　
　

員　

10
人
（
先
着
順
受
付
）

申
し
込
み　

10
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら　

　
　
　
　
　
　

11
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
ま
で

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
で
す

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

11
月
12
日
（
土
）、
若
草
中
央
児
童
公

園
で
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
お
よ
び

町
内
み
な
さ
ん
の
健
康
維
持
の
一
環

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
　
　
　
　

　

健
康
推
進
員
協
は
次
の
要
領
で
「
は

つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
実
施
し

ま
す
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

10
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
14
時
30
分

行
き
先　

文
化
ゾ
ー
ン
（
県
立
図
書

　
　
　
　

館
）

集　

合　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

な
し

締
切
り　

10
月
20
日
（
木
）　

申
込
み　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

　
　

運
動
会

ま
ち
か
ど

ア
ン
グ
ル

来
月
12
日
に
Ｇ
ゴ
ル
フ
大
会

教
養
文
化
講
座
生
募
集

成
年
後
見
制
度
の
勉
強
会

27
日
に
健
推
は
つ
ら
つ

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

  

　

中
秋
の
名
月


